
を
楽
し
む
人
々
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
す
が
、
冬
期
間
は
午
後
３
時

過
ぎ
か
ら
午
前
10
時
頃
ま
で
暗
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
自
体
の
開
催
期
間
は
３

日
間
で
す
が
、
Ｇ
８
首
脳
会
議
の
他

に
、
各
国
の
２
国
間
会
談
や
新
興
諸

国
（
中
国
・
イ
ン
ド
・
ブ
ラ
ジ
ル
な

ど
）
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
（
エ
ジ
プ

ト
・
南
ア
フ
リ
カ
・
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

な
ど
）
な
ど
も
参
加
し
て
の
会
議
が

開
か
れ
ま
し
た
。主
要
な
テ
ー
マ
は
、

投
資
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技
術
革

新
・
経
営
革
新
）
、
持
続
可
能
な
発

展
な
ど
で
、
特
に
ア
フ
リ
カ
に
つ
い

て
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
企
業
統
治
）、

安
定
的
な
投
資
、
安
全
保
障
な
ど
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
か
ら
は
安
倍
首
相
が
、
環
境

問
題
を
重
点
に
発
言
を
行
い
、
ア
メ

リ
カ
と
の
協
議
の
中
で
は
Ｃ
Ｏ
２
削

減
に
向
け
た
取
組
み
に
成
果
を
上
げ

ま
し
た
。
来
年
の
北
海
道
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
開
催
で
は
、
こ
の
環
境
問
題

が
主
要
議
題
に
位
置
づ
け
さ
れ
、
更

な
る
前
進
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。重

要
な
会
談
の
会
場
と
な
る
周
辺

は
幾
重
も
の
厳
重
な
警
戒
体
制
が
ひ

6

外
務
省
か
ら
の
来
年
度
開
催
に
向

け
た
研
修
と
し
て
お
誘
い
を
受

け
、
道
職
員
２
名
（
大
脇
・
櫻
井
主

査
）
と
共
に
６
月
２
日
か
ら
12
日

（
９
日
午
後
よ
り
、
北
海
道
訪
問
団

と
合
流
）
ま
で
の
日
程
で
、
ド
イ

ツ
・
ハ
イ
リ
ン
ゲ
ン
ダ
ム
で
開
催
さ

れ
た
Ｇ
８
（
主
要
国
首
脳
会
議
）
の

外
務
省
現
地
本
部
の
支
援
と
し
て
、

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
前
の

準
備
や
期
間
中
の
緊
縛
し
た
状
況
な

ど
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
地
域

は
ド
イ
ツ
の
北
部
（
バ
ル
ト
海
に
面

し
た
旧
東
ド
イ
ツ
）
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ

ル
ン
州
で
州
都
の
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ー
ン

の
人
口
は
約
９
万
７
千
人
で
あ
り
、

最
も
人
口
の
多
い
ロ
ス
ト
ッ
ク
（
デ

モ
行
動
で
報
道
さ
れ
た
町
）
で
も
、

約
20
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
州
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
も
最
高
級
の
保
養
施
設
が
集
ま
っ

て
お
り
、特
に
バ
ル
ト
海
岸
地
帯
は
、

細
か
い
白
砂
と
伝
統
的
な
海
水
浴

場
、
瀟
洒
（
し
ょ
う
し
ゃ
）
な
建
物

が
観
光
客
を
惹
き
付
け
、
海
岸
リ
ゾ

ー
ト
地
と
し
て
世
界
中
か
ら
人
々
が

集
ま
る
保
養
地
と
し
て
有
名
で
す
。

日
本
と
の
時
差
が
７
時
間
あ
り
、

夏
場
は
午
前
４
時
過
ぎ
か
ら
午
後
10

時
近
く
ま
で
明
る
く
サ
マ
ー
タ
イ
ム

● ● ● ● 

北海道洞爺湖 
サミット 
北海道洞爺湖 
サミット 
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